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業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成25年８月９日に公表した連結業績予想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせ

いたします。 

記 

1．業績予想の修正について 

平成25年12月期通期 連結業績見込 

(平成25年1月1日～平成25年12月31日)                                （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
 

21,400 
 

150 
 

106 
 

75 
円  銭 

1,534.53 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 20,095 △98 △128 △160 △3,273.66 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △1,305 △248 △234 △235  

増 減 率 ( % ) △6.10 － － －  

( ご 参 考 ） 前 期 実 績 
(平成 2 4 年 1 2 月期） 

20,928 366 299 133 2,725.22 

＜修正の理由＞ 

当第３四半期連結累計期間は、株高や個人消費等により景気は緩やかに回復しつつあるものの、政府の経済政策への期待

や金融政策の効果などを背景に円安が大きく進行し、当社グループにおいては輸入商品の仕入価格が急激な円安の影響を受

け、厳しい状況で推移しました。 

このような状況のもと、当社グループは新商品の開発や既存顧客の活性化に取り組むとともに、輸入商品の仕入価格上昇

分の販売価格への転嫁を推し進め、主力事業であるマーキングサプライ事業については、円安の影響を受けながらも営業利

益を確保したものの、ファニチャー事業において円安による仕入価格の高騰に加え、物流コストや事業拡大に向けた商品在

庫の増加に伴う倉庫費用の増加等が当社グループ全体の業績に大きく影響しました。 

引き続き収益性の高い商品を中心に需要開拓を推し進めるとともに、コストの最適化を図り収益確保に努めてまいります

が、当第３四半期連結累計期間の業績及び今後の経済動向を鑑み、上記のとおり業績予想を修正いたします。 

２．配当予想の修正について 

 
年間配当金（円） 

第２四半期末 期 末 合 計 

前 回 発 表 予 想 500円00銭 500円00銭 1,000円00銭 

今 回 修 正 予 想 500円00銭 0円00銭 500円00銭 

当 期 実 績 500円00銭   
前 期 実 績 
（平成 2 4 年 1 2 月期） 

500円00銭 500円00銭 1,000円00銭 

平成25年12月期の配当予想につきましては、厳しい経営環境などを総合的に検討した結果、誠に遺憾ながら期末の配当

予想を従来の500円から無配に修正することといたしました。 

※ 個別業績予想数値につきましては投資情報としての重要性が大きくないと判断されるため記載を省略しております。 

※ 上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々

な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

以  上 


